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醸
し
て
い
ま
す
。

　
＊
山
頂
に
パ
ワ
ー
　
参
拝

の
後
、
大
根
師
は
境
内
を
め

ぐ
り
手
を
打
ち
、
反
響
を
確

か
め
ま
す
。
境
内
の
外
側
で

は
音
は
拡
散
し
、
中
心
部
で

は
収
れ
ん
し
ま
す
。
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
は
、
音
の
収
れ
ん

す
る
方
に
あ
る
よ
う
で
こ
こ

で
は
拝
殿
の
周
り
に
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
本
殿
の
左
手
前

の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
右
回
り

に
、
脇
参
道
の
内
側
の
鳥
居

を
潜
っ
た
所
、
そ
れ
に
拝
殿

左
手
の
３
カ
所
で
す
。

　「
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
結

ぶ
と
拝
殿
を
囲
む
輪
が
で
き

る
。
こ
の
輪
の
中
は
山
頂
に

違
い
な
い
。
同
時
に
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
」。
大

根
師
の
説
明
を
伺
っ
た
後
、

皆
さ
ん
の
祈
る
姿
勢
に
は
、

真
剣
さ
が
増
し
た
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。

　
＊
諏
訪
神
社
の
パ
ワ
ー
ラ

イ
ン
　
最
後
に
小
坪
漁
港
に

下
る
途
中
に
あ
る
諏
訪
神
社

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
諏
訪

の
神
は
、
水
神
・
風
神
で
す
。

漁
師
に
は
大
事
な
神
社
で

す
。
神
社
は
わ
ず
か
10
ｍ
四

方
の
地
に
あ
り
ま
す
が
、
境

内
に
は
稲
荷
社
や
神
道
式
の

墓
、
道
祖
神
の
祠
な
ど
が
肩

を
寄
せ
合
う
よ
う
に
並
ん
で

い
ま
す
。
神
社
に
託
す
信
仰

の
厚
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
社
殿

の
左
手
前
の
１
カ
所
で
す

が
、
大
根
師
は
境
内
に
は
南

北
に
貫
く
パ
ワ
ー
が
あ
る
と

推
測
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
ン

は
社
殿
の
前
を
斜
め
に
走
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
後
日
、

地
図
で
調
べ
る
と
、
そ
れ
は

大
崎
の
岬
か
ら
伊
勢
山
大
神

宮
に
続
く
標
高
40
ｍ
の
等
高

線
と
一
致
し
ま
し
た
。
披
露

山
は
一
大
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

の
よ
う
で
す
。

40

　
＊
カ
ラ
フ
ル
な
町
の
中
に

漁
港
を
囲
む
よ
う
に
密
集
す

る
家
々
と
相
模
湾
を
一
望
す

る
披
露
山
に
広
が
る
庭
園
住

宅
地
と
…
。
小
坪
の
町
は
二

つ
の
表
情
を
持
っ
て
い
ま

す
。
漁
港
近
く
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
は
鎌
倉
編
で
巡
っ
た

の
で
、
今
回
は
高
台
の
町
を

訪
ね
ま
す
。

　
華
や
か
な
住
宅
が
並
ぶ
中

に
も
歳
月
を
経
た
神
社
が
歴

史
を
重
ね
て
い
ま
す
。
披
露

山
神
社
、
伊
勢
山
大
神
宮
、

諏
訪
神
社
な
ど
で
す
。

　
＊
平
穏
な
山
之
神
社
　
鎌

う
で
す
。
鳥
居
に
は
近
く
に

住
ん
で
お
ら
れ
た
石
原
慎
太

郎
寄
進
の
字
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
社
殿
は
イ
チ
ョ
ウ
や

大

貫

昭

彦

小
坪
の
パ
ワ
ー
地
図

モ
チ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
の
森
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。
大
根
会

の
皆
さ
ん
は
「
平
穏
で
雰
囲

気
の
い
い
神
社
だ
」
と
い
っ

て
満
足
気
で
し
た
。
周
囲
は

住
宅
開
発
で
様
変
わ
り
し
ま

し
た
が
、
神
社
は
大
切
に
さ

れ
、
神
さ
ま
も
憂
い
な
く
鎮

座
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
＊
女
神
あ
ら
わ
る
！
　
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
２
カ
所
見

つ
か
り
ま
し
た
。
１
つ
は
鳥

あ
る
一
人
で
や
っ
と
持
ち

上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
石
で

す
。
石
に
手
を
か
ざ
し
た
人

は
そ
ろ
っ
て
温
か
い
と
い
う

感
想
で
し
た
。
大
根
師
に
は

女
神
の
姿
が
浮
か
ん
だ
よ
う

で
す
。
神
社
の
祭
神
は
、
大お
お

山や
ま
つ
み
の
み
こ
と

祇
命
で
男
神
で
す
。
し

か
し
、
娘
は
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク

ヤ
ヒ
メ
、
孫
娘
は
ク
シ
ナ
ダ

ヒ
メ
で
女
神
で
す
。
大
根
師

の
前
に
現
れ
た
の
は
こ
の
２

パワースポット地図

伊勢山大神宮

柱
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
筆
者
の
妄
想
で
す
。

　
＊
厳
か
な
小
坪
の
総
鎮
守

　
次
は
庭
園
住
宅
地
を
通
り

抜
け
た
先
の
伊
勢
山
大
神
宮

で
す
。
小
坪
の
総
鎮
守
で
天あ

ま

照て
ら
す
お
お
か
み
し
ゃ

大
神
社
、
小
坪
明
神
社
と

も
よ
ば
れ
ま
す
。
小
坪
漁
港

か
ら
坂
を
上
る
と
、
最
後
に

１
７
４
段
の
石
段
が
待
ち
構

え
て
い
る
の
で
、
披
露
山
住

宅
地
側
の
脇
参
道
か
ら
入
り

ま
し
た
。
室
町
時
代
創
建
と

さ
れ
る
古
社
で
、
本
殿
は
伊

勢
神
宮
と
同
じ
神
明
造
、
昭

和
11
年
再
建
の
建
物
で
す
。

社
殿
の
前
に
は
大
き
な
拝
殿

が
建
ち
、
厳
か
な
雰
囲
気
を

　
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
10
年
目
の
３
月
11

日
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
で

震
災
追
悼
復
興
祈
願
祭
が
開

か
れ
、
宗
教
者
約
70
人
が
舞

殿
で
祈
り
を
捧
げ
た
＝
写

真
。
被
災
地
の
人
た

ち
に
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
、
鎌

倉
市
内
の
神
道
、
仏

教
、
キ
リ
ス
ト
教
の

宗
教
者
た
ち
が
震
災

発
生
１
カ
月
後
の
４

月
11
日
、
宗
教
の
垣

根
を
超
え
て
「
鎌
倉

宗
教
者
会
議
」
と
し

て
結
集
し
、
祈
願
祭

を
行
い
、
以
降
毎
年

３
月
11
日
に
神
道
、

仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
会
場

を
移
し
な
が
ら
開
催
さ
れ
て

き
た
。

　
舞
殿
に
集
ま
っ
た
宗
教
者

た
ち
は
午
後
２
時
46
分
に
全

員
で
黙
祷
を
行
っ
た
後
、
鶴

岡
八
幡
宮
・
吉
田
茂
穗
宮
司
、

臨
済
宗
円
覚
寺
派
・
横
田
南

嶺
老
師
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雪
ノ

下
教
会
・
古
川
勉
主
任
司
祭

ら
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
流

儀
で
祈
っ
た
。
祈
り
に
は
復

興
、
追
悼
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
災
難
を
払
う
思

い
も
込
め
ら
れ
て
い
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
あ
っ

て
、
参
列
者
用
の
焼
香
台
な

ど
の
設
置
は
な
く
、
舞
殿
の

ま
わ
り
に
集
ま
っ
た
人
た
ち

は
静
か
に
祈
願
祭
を
見
守
っ

て
い
た
。

　
鎌
倉
で
働
く
人
た
ち
が
集

う
「
ま
ち
の
社
員
食
堂
」（
鎌

倉
市
御
成
町
）
で
３
月
８
〜

19
日
の
２
週
間
、
東
北
の
食

材
で
作
っ
た
ラ
ン
チ
を
食
べ

る
と
代
金
の
一
部
が
宮
城
県

災
害
復
興
寄
付
金
と
な
る

「
復
興
ラ
ン
チ
」
が
提
供
さ

れ
＝
写
真
、
好
評
だ
っ
た
。

　「
多
く
の
ひ
と
に
東
北
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
同

食
堂
を
運
営
す
る
カ
ヤ
ッ
ク

（
本
社
・
鎌
倉
市
）
が
、
岩

手
県
陸
前
高
田
市
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
、
東

松
島
市
と
提
携
し
て
行
っ
た

企
画
で
、
前
半
は
４
地
域
の

海
の
幸
が
コ
ラ
ボ
し
た
「
復

興
丼
」、
後
半
は
地
域
の
日

替
わ
り
「
復
興
定
食
」
を
提

　
逗
子
市
で
３
月
11
日
、
市

民
に
よ
る
追
悼
や
防
災
の
催

し
が
行
わ
れ
た
。
逗
子
駅
前

と
東
逗
子
の
ヨ
ー
ク
マ
ー
ト

前
に
は
鎮
魂
ブ
ー
ス
が
置
か

れ
、
３
・
11 ALL=

逗
子

M
ovement.vol.10

協
議

会
の
式
典
も
10
回
目
を
迎
え

た
。
震
災
後
、
仮
設
住
宅
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
食
堂
の

建
設
な
ど
岩
手
県
陸
前
高
田

市
で
支
援
し
た
同
協
議
会
の

丸
山
大ひ

ろ
の
ぶ暢

代
表（
57
）は「
震

災
翌
月
何
か
し
な
け
れ
ば
と

有
志
で
現
地
入
り
し
た
。
大

切
な
こ
と
は
交
流
を
続
け
る

こ
と
に
尽
き
る
」
と
話
し
、

地
震
発
生
時
刻
の
14
時
46
分

に
、
集
ま
っ
た
市
民
と
１
分

間
の
黙も

く
と
う祷を

捧
げ
た
。

　
す
こ
や
か
い
き
い
き
協
議

会
の
「
３
・
11
ず
し
支
え
合

う
市
民
防
災
の
集
い
」
と
題

し
た
約
70
人
参
加
の
オ
ン
ラ

イ
ン
企
画
で
、
災
害
時
に
サ

ポ
ー
ト
が
届
き
に
く
い
障
害

者
や
高
齢
者
の
目
線
に
立
っ

た
「
ひ
と
り
も
取
り
残
さ
な

い
地
域
防
災
の
あ
り
方
」
を

テ
ー
マ
に
南
相
馬
市
の
実
情

10
年
目
の
３
・
11

復
興
ラ
ン
チ
で

被
災
地
支
援

露
山
神
社
は
そ
の

山
陰
に
あ
り
ま
し

た
。
参
道
に
は

「
披
露
山
山
之
神

社
」
と
「
披
露
山

稲
荷
大
明
神
」
と

染
め
抜
い
た
幟
が

２
本
立
っ
て
い
ま

す
。
も
と
は
名
主

の
高
橋
家
の
屋
敷

神
で
し
た
が
、
今

は
地
域
に
広
く
信

仰
さ
れ
て
い
る
よ

倉
駅
か
ら
タ

ク
シ
ー
相
乗

り
で
披
露
山

公
園
へ
。
披

居
と
社
殿
の

中
間
、
２
畳

の
敷
石
の
左

側
、
も
う
一

つ
は
イ
チ
ョ

ウ
の
根
元
に

披
露
山
山やま
の
か
み
し
ゃ

之
神
社

パワースポット地図

を
伝
え
る
講
演
や
、
市
内
で

支
援
が
必
要
な
当
事
者
ら
が

発
言
し
、
避
難
所
に
福
祉

ゾ
ー
ン
を
設
け
る
必
要
性
な

ど
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
夕
方
か
ら
は
被
災
地
支
援

や
市
内
の
防
災
活
動
を
行
う

中
高
生
グ
ル
ー
プ
「
３
・
11

つ
な
ぐ
っ
ぺ
し
」
が
逗
子
駅

前
で
キ
ャ
ン
ド
ル
を
手
渡
し

な
が
ら
静
か
に
募
金
を
呼
び

か
け
た
＝
写
真
。
オ
ン
ラ
イ

ン
企
画
に
も
登
壇
し
た
同
グ

ル
ー
プ
の
田
島
大
地
代
表

（
15
）
は
こ
の
日
久
木
中
学

を
卒
業
。「
釜
石
の
中
学
生

が
周
囲
を
巻
き
込
ん
で
高
台

へ
避
難
し
た
よ
う
に
自
分
た

ち
の
年
代
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
が
あ
る
」
と
防
災
意

識
向
上
を
訴
え
た
。
　（
Ｋ
）

供
。
期
間
中
、

通
常
の
１
・
５

倍
の
売
上
が
あ

り
、
寄
付
金
額

は
約
６
万
円
に

な
っ
た
。
　

10
年
目
の
３
・
11

　
同
宗
教
者
会
議
で
は
、
祈

願
祭
は
今
回
で
一
つ
の
区
切

り
と
す
る
が
、
今
後
も
３
月

11
日
は
祈
り
を
捧
げ
て
い
く

と
い
う
。

 
 
 
 
 

 
 
 

鎌
倉

東
日
本
大
震
災
追
悼
復
興
祈
願
祭

逗
子

募
金
や
防
災

の
催
し


